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はじめに 

情報Ｂでのシミュレーションの演習は個人 
作業が多いので進捗状況や理解度に差が出 
やすい。 



はじめに 

得られた結果を発表を通して共有すること 
により進捗状況や理解度に差を消すことが 
できるのではないかと考えた。 



神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 





 本校は全日制普通科の高校として、昭和39（1964）年4月に第1回の入学式を行っ
て以来、平成23（2011）年で48年目を迎える茅ヶ崎でも長い歴史を持つ学校の1つ
です。卒業生は1万3000余名を数え、社会の各方面で活躍しています。 
 
 中でも、本校18回生の野口聡一さんは、宇宙飛行士として宇宙に飛び立ちまし
た。その際には北陵の「応援旗」を携えて飛行し、帰還後、ＮＡＳＡの「飛行証明」とと
もに「応援旗」が北陵に帰ってきました。 



情報の授業について 

 普通教科情報Bを１年次２単位必履修 
 ４５分授業、１コマずつ独立して授業 
 使用教科書 実教出版「最新情報B」 
 授業時には教科外TTのサポートあり 









授業単元について 
授業内容 授業時間 

モデル化を理解する ３時間 

シミュレーションを理解する ２時間 

数式モデルを構築する ４時間 

確率モデルを構築する ３時間 

シミュレーション演習 ４時間 

確率シミュレーション演習 ３時間 

待ち行列演習 ２時間 



授業単元について 
授業内容 学習内容 

Excel で関数グラフを描く Excel を用いて２次関数のグラフを 

描く 
コンピュータによるシミュレーション１ １次式の数式モデルのシミュレーショ

ンを行い、考察までの手順に慣れさせ
る。 

コンピュータによるシミュレーション２ 指数関数の数式モデルのシミュレー
ションを行い、パラメータの変化による
グラフの変化を確認し、考察させる。 

コンピュータによるシミュレーション３ フィードバック制御の数式モデルのシ
ミュレーションを行い、条件によるグラ
フの変化を確認し、考察させる。 



授業概要 

 数式モデルの解説（５分） 
 シミュレーション（１５分） 
 発表（１５分） 
 考察（１０分） 



学習者の反応 

 理解達成度に差が出ないことがみられた 
 学習者の新たな発見を促すことができた 
 モデル化に対する興味関心の増加 
 プレゼンテーションスキルの増加 
 聞く姿勢の態度が良好になっていった 



おわりに 

 モデル化とシミュレーションの学習を問題解
決型の授業へ移行できないか？ 

 

 学習者はモデル化とシミュレーションの概念
を理解できたか？ 
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